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＜連絡事項＞

· 3月2日、14:00～青山荘入所者の村上元道様が見学の為来所予定。

· 明日、17:30～４階ユーティリティーにて「胃婁について」伝達講習あり。

· 3月16日からの人事異動発令となっている為、各自確認すること。

＜外来より情報提供＞

· 秋山　和子様　～右頬の発赤見られているが、「ストーブにあたってたから」と話される。スタッ
　　　　　　　　フの異動について気にされている様子。

· 溝越　キク様　～内服は守っていると話され血圧も安定している。３/８採血予定。

· 淡路　智恵子様～先週１週間の間に頭痛が２度あったと報告されており、鎮痛剤を服用して対処し
　　　　　　　　たと話されている。

· 其田　淑子様　～診察時、「外来担当医の前に行くと振るえる」と訴えあり。咳嗽・頭痛・鼻汁の
　　　　　　　　訴えあるが、本人から「風邪じゃないと思う」と話あり。体温35.3℃。グルー
　　　　　　　　プホームの様子について、他入所者とのトラブルはなくなったと話されている。

· 戸賀沢　潔様　～再度踵がひび割れたとのことで、軟膏処方となっている。

· 神山　和典様　～目の痛みについては、眼科より処方されていた薬でよくなったと報告あり。

· 袴田　淑子様　～腹痛訴え今朝より下痢をしていると報告あり、止痢剤２日分処方となっている。
　　　　　　　　昨日ピーナッツを40粒食べたとのこと。

＜利用者様情報＞

・下町　サン子様～通所時より下痢、腹痛、ふらつきなどの体調不良訴えあり。血圧88／54mmHg。横臥して過ごされ、昼食はレストランへの移動困難とのことで、配膳にて全量摂取されている。

・井畑　光湖様～頭痛訴え欠席されている。昨日から頭痛が続いていると話される為、受診勧めてい
るが「休めばよくなりますから」と電話を切られている。以前より、関秀治様が欠席したときには合わせて休まれたり、来所しても体調不良や私用などの理由をつけて早退することがあり、現在、関様がジョブガイダンスの為欠席していることも関係していると思われる。

・佐藤　朗子様～職場体験にて疲れたとのことで欠席されている。職場の様子については「慣れてき
ました」と報告あり。

・鈴木　恵美子様～来所時血圧測定し172/71mmHg　脈拍84。「昨日よりは頭痛は軽くなった」と話さ
れている。午前中は血圧160～170台で経過している。休憩時間など、スタッフから安静にしているよう説明しているが立ち歩き目立っている。午後からも継続して血圧測定実施していく。

＜利用者様検討＞

・鈴木　茂子様

○現状～開所直後に本人より、「三春屋と玉屋に行くので休みます」と電話連絡あり。歯科受診については「今日は無い」と話される。一方的に話され、スタッフから話し掛ける間も無く電話切られている。
23日から通所出来ておらず、利用しても週１回の利用となっている。又、本人宅へ連絡しても電話繋がらない状態であり、お姉様への連絡を行っているが連絡が取れない。

○今後の対応・お姉様への連絡を継続していくと共に、本人様に来所して頂きデイケア利用目的に

ついて再度確認を行う。

・面談内容により、お姉様に来所して頂きこのままではデイケアの利用継続が困難であることを説明する。

・欠席時の様子について、各関係機関へ情報提供行う。

・高橋　百壽様

○現状～本日来所しており、廊下の往復見られている。食事についてはレストランへの移動は行えているが「しんどい」と訴え１／４程摂取すると下膳されている。その後も、使用した食器をデイケアへ持ち帰ろうとされたり、デイケア内で喫煙をしようとされることあり声掛け要している。他にも、まとまりの無い行動見られており、自分の行動に対して「何をやったらいいのか分からないし、何をしているのかもわからない。やりたいこともはっきりしなくて疲れる」と訴えている。以前、服薬調整をしてからの病状の変化については幻聴や、色が変わって見えるなどの変化は無いとのこと。デイケアで過ごされている間、「しんどい」「血圧」「休む」「タバコ」などの単語での訴え多く聞かれている。

○今後の対応・欠席時には必ず本人より電話連絡を頂けるように声掛けを継続していく。

　　　　　　・1日短時間でも良い為、生活リズムの確立の為にも来所するように促す。

　　　　　　・欠席時には状態確認も兼ねて、午後より本人宅へ電話連絡を取り状態や服薬の確認を行う。

　　　　　　・関係機関との連携を図り、変化のあった際には随時報告し対応について検討していく。

